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ディスプレイ端末装置
DisplaY TerminalEquipment

オンライン システムの端末装置としてディスプレイ装置は､最近多用途に幅広く

利用されてきており,信頼性,操作性及び保守性もさることながら,機能面でも用

途に適した使いやすいものが要望されている｡このようなユーザー ニーズに適合す

るように,新しく開発されたデイスフロレイ装置について,その性能概要及び特長に

ついて述べる｡H-9415形ビデオ ディスプレイ システムは,フィールド指向の概念

を採i)入れ,画面編集機能の向上,操作性の向上及びシステムの効率向上を図って

いる｡この応用製品として,H-9915形漢字ビデオ データ システムを開発し,漢字

の取扱いを可能とした｡H-9902形ディスプレイ装置は,プラズマ パネルを用い,

見やすさ,使いやすさに加えて小形･軽量化を図っている｡

ll 緒 言

オンライン システムにおいて,端末装置の占めるその割合

と役割はますます重要なものとなってきている｡特にディス

プレイ端末装置は,タイプライタ端末装置などと違い,高速

性,編集機能及び信頼性保守件が良い,機械的騒音がないな

どの特長があり,柔軟な構成をとれることから,現在タイプ

ライタ端末装置を使月ヨしている分野を含めて広い分野に適用

が可能である｡更に最近,i英字を扱うデータ処理が増加し,

これを容易にするためにも漢字表示が可能な装置や,場所を

とらない,移設が容易な小形装置として,ディスプレイ装置

は重要な役割を果たしている｡本稿は､このような目的で開

発されたディスプレイ装置の概要と特長について述べる｡

同 H-9415ビデオ データ システム

2.1 概 要

広範囲にわたる情報手原よりデータを集め,出力デⅥタを配布

するオンライン データ端末として,汎用･高件能のCathode

Ray Tube(以下,CRTと略す)ディスプレイ装置に対する要

求に対して,従来H-9411,H-9182でその要望にこたえてきた｡

これらの経験に基づき開発したH-9415ビデオ データ システ

ム(以下,9415VDSと略す)は,表示文字数の増加,ライト

ペン,プリンタなどの入出力装置,フィールド(領域)の概念

を採り入れた高度の画面編集機能,効率の良いデータ転送形

式,通信回線を経由するか,あるいは計算機のチャネルに直

考案接続するかのいずれかの方式がi巽べるターミナル コントロー

ラ,マイクロ コンピュータの採用による小形化,低消費電力

化などをその特長とするコスト パーフォーマンスの良いディ

えプレイ装置である｡

2.2 特 長

9415VDSは,幅広いアプリケーションに使用できるよう数

数の特長を持たせてある｡

2.2.1 フィールド制御機能

ディスプレイの画面を幾つかのフイⅥルドに分け,フィー

ルド単位に表示,転送などの性格を指定でき,プログラム制

御によるデータの編集,ライト ペンやキーボード操作及びプ

リント動作に適した高度な画面制御と効率の良いデータ処理

を行なうことができる｡
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図lトト9415VDSの外観 卓上形のコンパクトなVDTと,高速プリンタ

(｢はいたっく+'76.9より転載)を示す｡

2.2.2 見やすい画面

表示文字数の増加に伴い,ちらつきが少なく見やすい画面

が要求されてくる｡本装置のために高精度のCRTを開発した｡

またCRT(乃走査方式とLて,行間の走査線の本数を減らす

スキップ スキャン方式の採用により,通常の残光惟でもちら

つきの少ない画面を実現した｡

2.2.3 容易な壬桑作

フィールド制御機能によr),フィールド単位に表示の輝度

の高低,ブリンク(点滅)表示及び無表示の指定がプログラム

によりできる｡また,非保護フィールドと保護7イⅥルドの

区別ができ,保護フィールドは,文字の入力から保護でき非

保護フィールドは,入力けた数のチェック,数字(一部の記号

十,-など含む)が入力されたか否かのチェック,数字の下位

けた合わせ入力(電子式卓上計算機によるような入力)の指完三

ができる｡またライト ペンによるフィールド単位での選択が

でき,キーボードよりカーソルの制御,データの消去,文字

の挿入･削除及びテン キーによる数字入力ができる｡
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2.2.4 転送効率の向上

中央への転送は,転送フィールドだけを送り,またNULL

コード(すべて0)は抑止され,また端末への出力に当たって

は,全画面の消去,全非保護フィールドの消去,文字書込み

アドレスの指定による部分的な書込み,同一文字の繰返し書

込み及び入力文字の消去ができる｡これらによって,入出力

データ量の削i成,転送効率の向上が図れる｡

2｡2.5 システム構成の柔軟性

計算機に接続する方式としては,

(1)通イ言回線

(2)計算機チャネル直結

があり,

(3)最大32台のディスプレイ､又はプリンタ コントローラを

二接続できるマルチ制御形と,

(4)独立して1台だけで動作するスタンド アロン形(通信回

線接続だけ)があり,

(5)標準機能を完全に具備するモデルⅠ形と,

(6)H-9411と画面文字数(1,000字から1,920字に増加)を除い

ては,両立性のあるモデルⅠⅠ形

とがある｡

なおマルチ制御形では,ターミナル コントローラ(以下,

TCEと略す)とビデオ データ ターミナル(以下,VDTと略す)

及びプリンタ コントローラ(PRC)の間を1本の同軸ケーブ

ルで接続し,制御Lている｡従来の多心ケ】ブルに比べ工事

が容易になっている｡

2.2.6 ビルディング ブロック式オプション群

マルチ制御形では,4台を単位として,ターミナル アダプ

タを増設することにより,VDT又はPRCを任意の組み合わせ

で二枚大32台まで接続できる｡またマルチ制御形及びスタンド

アロン形のVDTには,プリンタ,キーボード(4種あり)及び

ライト ペンが接続できる｡

2.2.7 特殊オプション

(1)ABC,アイウエオ配列キーボード

標準のJIS配列キーボードのほかに,だれでも誤りなく操

作できるようアルファベット順,五十音順にキーを配列した

キーボードがある｡

(2)特定通信回線1,200BPS接続

1,200BPS文字同期式の通信方式が採用できる(スタンド

アロン形だけ)｡

(3)公衆回線1妾続

自動着信,手動発信形式の綱制御装置(以下,NCUと略す)

を介して公衆通信回線に接続できる｡通信方式は,1,200BPS

文字同期方式である(スタンド アロン形だけ)｡

2.3 システム構成

H-9415VDSには,計算機のチャネルに直結するローカル

システムと,通信回線を経由して接続されるリモート システ

ムとがある｡

2.3.1 ローカル システム

HITAC 8000シリーズ又はHITAC Mシリーズのバイト マ

ルチプレクサ チャネルに接続するマルチ利子卸形がある｡

2.3.2 リモート システム

貴大32台制御のマルチ制御形と通信制御部を内蔵したスタ

ンド アロン形とがある｡いずれも2,400/4,800Ⅰ∋PSの同期式

変復調装置(以下,MODEMと略す)に接続する｡

2.4 装置の構成

2｡4.1 TCE

TCEは,マイクロ コンピュータを用い,ROM(読出し専
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TA:ターミナルアダプタ■

MA:モデムアダプタ

〉DTIM:ビデオデータターミナル

(マルチ形モデルⅠ)
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〉DTIX:ビデオデータターミナル

(スタンドアロン形公衆回線接続)

VDT2S:ビデオデータターミナル

(スタンドアロン形モカレⅠⅠ)

KB:キーボード

LTP:ライトペン

PRC:プルタコントローラ

PR:プリンタ

図2 システム構成 什9415のシステム構成と略称を示す｡

用記憶装置)に記憶した命令によって制御される｡接続回路か

ら受けたデータを逐二大解読,編集処理する｡リモート システ

ムでは,中央からセレクションを受けると,VDTから画面の

写しをとり,データを受信しながら,TCEの画面バッファに

書き込んでいく｡1ブロックの処理が正常に終了すると,VDT

に送り表示する｡この際,回線との伝送制御の処理,すなわ

ち伝送の開始,終結,エラー処理,バッファリング及びコー

ド変換を実行する｡

2.●.2 マルチ形VDT

TCEから受けたデータを表示するとともに,文字の点滅制
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表lトト94】5VDS仕様 多様な用途に使用できるよう各種のオンライン

機能,その他豊富な機能を持っている｡

区 分 項 目 仕 様

伝 送

データ通信速度 2′400/4′800BPS

通信回線 特定回線

同期方式 SYN同期

起動方式 中央起動‾方式

イ吏用コード EBCD】Kコード準拠

表示部

表示文字数 l.920字(8D字/行×24行)

表示文字種 128種十12種(特殊パターン)

文字形式 横7×縦9ドット

画面サイズ,色
14インチ ブラウン管

モノクロ,緑色

輝度制御 2段階(高輝度,通常輝度)

印字部

印字方式 ドット ワイヤ インパクト式

文字形式 横9×縦7ドット

印字構成 】行132字(最大),川手/インチ,6行/インチ

印字文字種 128種

印字速度 165字/秒(最大)

複写枚数 5枚(最大)

う主:SYN=Synchronous

EBCDIK=Extended Bina｢y Coded Deolmallnterchange Kana

御,文字の明るさの制御及びカーソル制御を行なう｡表示は,

RAM(ランダム アクセス メモリ)の内容を読み出し,LSI

(大規模集積回路)-ROMよr)文字パターンを読み出してビデ

オ信号に変換し,CRT上に表示する｡表示文字は横7×縦9

のドットの組合せで表示される｡文字の形を図3に示す｡ま

たキーボードから入力したデータは,RAMに記憶こし,各種の

キー操作により画面編集を行なう｡更にTCEとの接続制御,

ライト ペン及びプリンタとの入出力制御を行なう｡

2.4.3 スタンド アロン形VDT

マルチ形TCEとVDTの機能を,マイクロ

より制御することによr)コンパクト化し,

コ ンビュⅦタに

車上形の装置内に

収納している｡

2.ヰ.4 キーボード

JIS配列のタイプライタ形キーボード(A形)を基本として,

これにテン キーを付けたB形,ファンクション キーを付け

たC形及びテン キーとファンクション キーを付けたD形と

がある｡キー配列を図4に示す｡

愚毘捌墾田放置盟謡鮮麗蘭留髄讃
日蘭園田劉田野窪田盟君国簡鰻国盟

臼習慣罷隠田毘詔因駆踵固陸田国口

隠田隠田園田星田回旋囲胆麗跳問題

蔽提出髄鼠提東関藤誕醸蘭国威園

田蘭蘭腰圏緋憩鮨闘勝国愚意閻冠詞

歴琶田蘭腑薗国露藍随員団扇田銀扇

退塾蘭惑腰塾国苛出離磁国頭固『軒

図3 文字パターン 7×9ドットで見やすい文字字体となっている｡

2.4.5 ライト 〈ミン

フィールド単位で選択,取消しができ,画面右下のライト

ペン検出マ∬クをタッチすることにより,選択したフィール

ドを送信する｡

2.4.6 プリンタ

VDT又はPRCの内容を,キーボード上の印字キー,又は

プログラム制御により印7二する｡印字の形式とLては,バッ

ファ内の復帰改行,率直タブ,フォーマット フィード,印±‡二

終了などのプ】jンタ制御文字に従う帳票形式の印字,あるい

は画面のフォーマットをそのままに印字するハード コピ【形

式のいずれかがプログラムにより指定できる｡また前‾再の場

合,フォーマット フィード機能を使ったプログラム相克三によ

り帳票の印字開j始位置をそろえることができる｡

2.5 アプリケーション

9415VDSは,NDOS(N｡W Disk Op｡ムti｡g System),

EDOS-MSO(Extended Disk Operating System-Multト

Stage Operation)などHITAC8000シり"ズのオペレ【ティ

ング システム,VOS(VirtualStorage Operatng System)

1,VOS2,VOS3など,HITAC Mシリーズのオペレーティ

ング システムのもとで動作し,各種のオンライン プログラム

及びMAP(Mapping Aid Package)/9415,ADM(Adaptable

□□□日巳□□□□□□日〕プログラムファンクション柵)

[Ⅰコロ日田岡田B四日B□□□[コロロ
□□□田口ロロロロロロ

リ セ ッ ト

□□ロ日日□ロロ
□ロロロロロロロロ口辺星
⊂ⅠコB□□□
□⊂垂コ

ロロ

カナ記号

日払日田□[ココ
口重コ(スペース パー)

連

続

田
口
ロ
]標 準 キ

ー ボ
ード

図4 キー配列 テン キーとPFキーの組み合わせで4種選択できる｡

テン キー

□□□
□□□
□□□
[ニコロ

11
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Data Manager)などのアプリケーション プログラムが使用

できる｡

9415VDSのフィールドの概念に基づいた端末とプログラムのや

りとりは,MAP/9415,ADMを用いて容易に行なうことがで

きる｡これらのプログラムによって,画面フォーマットをあ

らかじめ定義しておけば,ユーザ【プログラムで扱うデータ

形式から9415VDSに送信する伝送形式に変換したり,逆に

9415VDSから入力したデータ(伝送形式)をユーザー プログ

ラムで扱うデータ形式に変換することが極めて容易に行なえる｡

田 H-9915漢字ビデオ データ システム

3.1開発の背景

電子計算機の発展につれ,単に計算速度が速い,大量のデ

ータを扱えるということだけではなく,扱いやすいシステム,

マン マシン コミュニケーションの優れたシステムの要望が

強くなってきた｡その一一つとして漢字を扱えるということが

ある｡我々日本人にとって日′馴史用している漢字を含む日本

文を出力の際に表ホしてはしいということは極めて当然の嘱

望である｡従来この要求が満たされなかったのは,英･数字,

片仮名に比べ漢字は非常に多くの記 量を必要とし,価格

面で実用的ではなかった(｡すなわち,文字種は英･数字,片

仮名の約100種に対し,漢字は最低2,000椎で,約20倍,文字

の形を表現するのに漢字は形の複雑さから英･数字,片仮名

に比べ,1文字を表現するのに必要な情報量は4倍から30倍,

文字種と文字形の両■方から考えると,漢字を表示するには英･

数字,片仮名に比べ80倍から600倍,大体数百倍の記憶容量を

必要とする｡近年､半導体の著しい進歩により記憶装置の価

格が低‾Fし,以上のように大量の記憶容量を使用しても,実

用的な価格で漢字システムを提供できるようになってきた｡

我々はその-一環として要求の強かった漢字ディスプレイ装置

を開発した｡

最大600m

TA

VDT

PA

KB

PR

せ
M

A

TCE

CG

CG-A CG-B

注:TCE=漢字ターミナル

TA

TA

コントローラ

最大12

TA=ターミナル アダプタ

MA=モデムアダプタ

VDT=漢字ビデオデータ ターミナル

KB=キーボード

PR(A)=漢字プリンタ(アダプタ)

CG=文字発生機構

CG-A=増設文字発生機構

CG-B=増設文字発生機構

図5 H-9915さ美事ビデオ データ システムの構成 制御装置は12台

までの端末装置を制御できる｡文字発生機構は,制御装置に格納されている｡

12

図6 H-9915端末装置 特許庁で稼動中の漢字ディスプレイ端末を示す｡

特許情報の検索,聞合せに傭用されている｡

図7 言葉字画面の例 漢字(平仮名も含む〉が480字(40字/行×12行)表示

できる｡英･数字は漢字の半分の幅の大きさで表示することもできる｡

3.2 概 要

本システムは,通信回線を経由して中央のコンピュータに

接続され,オンラインリアルタイムで漢字を含むデータの転

送及び処理を行なう漢7ニディスプレイ端末システムである｡

本システムは,基本的にはTCEと,これに接続されるVDT

とから成り,その構成を図5に示す｡1台のTCEは,最大12

台のVDTが接続可能である｡TCEは中央との伝送制御,オン

ライン編集,端末制御,漢字の文字発生機構の制御などの機

能を持っている｡VDTにはキーボード及びハード コピー用

プリンタが接続され,VDTはこれらの入出力装置の制御とキ

ーボード操作によるオフライン編集,画面表示の制御機能を
持っている｡端末装置の外観を図6に,文字表示の例を図7

に示す｡

3.3 システムの仕様及び特長

本システムの仕様を表2に示すとともに,その特長を次に

述べる｡

(1)文字種が豊富である｡

文字は基本4,000字種を収容でき,増設も可能で,12,000字

種まで増設できる｡

(2)文字の選択が可能である｡



文字発生機構として磁妄気ドラムを採用しているので,丈て‾F

の書換えが容易で,ユーザーの要望により必要な文ウニをi蟹沢

し収容することができる亡〕

(3)効率のよい画面が得られる(J

英･数字,片仮名は漢字の半分の大きさで表示でき,漢字

一‾文字分の面積に英･数字,HI仮名は_∴丈′f:表ホすることが

できる｡

一画面,1行の中に両方の大きさの文字を盲比イ†三させること

ができる｡i莫7二だけでなく,英･数字,片仮名をデータとして

多く使用する業務では多くの‾丈′‾iこを表示できL内面効率が良いtっ

(4)高度な画面編集機能,操作件の良い機能を持っている1〕

各種のフィールド(領域),オンライン編集機能を持ち,H-

9415VDSと同様の高度の機能を持っている｡

(5)プリント機能

ワイヤドット インパクト方式のプリンタが接続でき,毎

分50行の高速なプリントができる｡

(6)多数の端末装置の制御が可能である｡-

1台のTCEに12子iまでのVDTを殺人600m離して接続でき

る｡しかも,同軸ケーブル1本で+貴紙できるので人規模シス

テムの構成が容易である｡

以上述べたように,本システムはイこ格的な漢ご≠:オンライン

システムに適合Lたシステムであり,今後の発展が期待される｡

田 H-9902及びH-9914ディスプレイ装置

4.1 特 長

計算機システムによる業務のオンライン化が広まってくる

につれ,システム当たlノ)の端末設置数も多くなり,その末端

ユ【ザ”は端末装置を‡攻うのを専門としない一般車務などを

行なう人々となってきている｡

このような目的に使われる端末装‾置は,特に操作件,総統

性などを強く要求され､その業務にマッチした専用端末装置

表2 H-9915i実字ビデオ データ システムのイ士様 多様な用途,特

に問合せ業務に適した各種な機能を持っている｡

区 分 項 目 仕 様

伝 送

データ通信速度 2′400ビット/秒又は4.800ビット/秒

同期方式 SYN同期

使用コード
l

日立標準漢字コード=6ビット)及び

.EBCDIKコード(8ビット)

表示部

キーボード

表示文字数

漢字コード文字480字(40字×】2行)

英･数字,片イ反名コード文字 %0字(80字×12行)

同一画面,同一行で両コード文字の)昆在可能

文字形式
)実字コード文字横16×縦18トソト

英･数字.片仮名コード文字横7×縦18ドット

文字の大きさ
)実字コード文字横約5:く縦7mnl

英･数字.片仮名コード文字横約2.5×織7mm

画面サイズ 14インチ 7うウン管

色 モノクロ,緑色

ファンクション キー カーソル制御.消去

プログラムアクセスキー
PAキー 3個

PFキー12個 画面データも送出する｡

印 字 部

印字方式 ドット ワイヤ インパクト方式

文字形式 ビデオ ディスプレイと同じ

文字の大きさ
漢字コード文字横約3_7×縦4.2mm

英･数字,片仮名コード文字横約卜6×縦4.2柑m

文字間隔 約0.5mm

行間隔 %インチ,柘インチ,スイッチ切替

印字速度 50行/分

複写枚数 オリジナルを含め5枚

ディスプレイ端末装置 93

になる傾向が強い｡H-9902--13,H▼9914-11ディスプレイ装

置は,このような背景のもとに庵庸子約端末装置として開発

されたもので,次のような特長を持ってい争0
(1)一般の電話機に接続でき,装置内蔵のメモリ ダイヤルに

よりワン タッチで中央の電｢計算機システムに接続される｡

もちろん,電三講機の手動ダイヤルによっても接続できる｡

(2)電話交枚網を制御する装置(NCU及びMODEM)を内蔵し

ているので,電話機のある所ならどこでも簡単に設置できる｡

(3)表ホ部に気体放う五を利用した表示盤〔プラズマ ディスプ

レイ パネル(PDP)〕を使用Lているので,ちらつきのない

鮮明な画面が得られる(､

(4)PDP,スイッチング レギュレⅦ夕方式電源(交拐己開披数

を 卜げてトランスなどを′ト形にした安定化`電i偵)の採上札 バツ

ケHジ実装方法の改善などにより,小形で卓+二形の構造にな

一ノている｡

(5)ツ;竺港名ボタン,項臼別リセット ボタンなどの特殊ボタン

を設けたはか,入力j二引言及び受信情報の形式(フォーマット)

を画面_Lに印刷するなど操作性の向上を因っている｡

4.2 仕 様

(1)構 成

本装置の外観を図8に示すr)本装置はユニットA,ユニッ

トBの∴つのきょう休から成り,ユニットAには表‾ホ部,′操

作部,論‡里部,電源部などが収容されている｡ユニットBに

はNCU,MODEMが実装され,A,B村互間は1.5mのケーブ

ルで接続きれている｡またユニットBの上には電話機を搭載

できるようにしてあり,装置が設置される机上の占有■[良i柿を

減らすようにしてある｡

(2)イ上様,諸九

主な仕様,諸7亡を表3に示す｡

4.31幾 能

本装置の機能偶成を図9に示す｡以下に本装置の概略機能,

番わ作を述べるr,

(1)公衆過信卜11線(-一一般の電話機にきているⅠ□†線)は,地溝,

転枚器及びNCUを介Lて電i活機に接続されている｡このとき

電[講機ほ通常の′電話機と全く同様に取り扱うことができるrJ

(2)拭作の開始はまず端末装置を中央計算機システムに接続

することから始まる｡ユニットAのダイヤル ボタンを押すと

NCUに内蔵されたメモリ ダイヤル装置によりあらかじめ設

1去されたダイヤル パルス(中央計算機システムの電話番号)が

〕去山される｡

(3)電話交操網の接続が完‾rし中央の計算機システムが動作

二状態であれば1,650Hzでスピーカが児勤し,オペレータに接

続完了を知らせる｡

済

図8 トト990Zディスプレイ装置 電話機の下がユニットB,他方がユ

ニットAを示す｡
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(4)ユニットAの発信キーを押すと,あらかじめ作成されて

いる送信エリアのデータ(表示部に表示されている)が論理部,

MODEM及びNCUを介して中央の計算機システムに送信され

る｡

(5)中央で処理された後,′受信データは上記(4)のときとは逆

の経路で論理部に′受信され,表示部に表示される｡このとき

約2秒間スピーカが鳴動し,正常にデータ受信した旨オペレ

ータに知らせる｡

(6)オペレータは1匝】目の送受信操作の後,必要に応じて画

面の一部,又は全部を更新し.引き続き送′受信操作を繰り返

すことができる｡この繰返し回数は中央の計算機システムの

制御のもとに行なわれる｡

(7)オペレータが操作を終了させたいときは,ユニットAの

終了ボタン,又はクリア ボタンを押すと回線が開放される｡

ダイヤル キー押下げから終了ボタン押下げなどによる回線開

放まで,電話機は外部に対して話中状態となるが回線開放に

よI)再び回線は電話機側に接続され,送‥受講が可能になる｡

_L記(1ト(7)は,主に中央の計算機システムとの送∵受信に
関する機能,動作の説明である｡送･′受信情報の設定はこれ

らの動作と独立に,又は併行して次のように行なわれる｡

(1)ユニットAの操作部には上記で述べたダイヤル ボタン,

発信ボタンなどの機能ボタンのほか,業務種別ボタン,空港

名ボタン,JIS配列の英･数字,記号ボタン,電源スイッチ,

ニ状態表示ランプなどが設けられている｡

(2)オペレータは予約,照会など行おうとする業務のボタン

を押す｡ボタンには発光ダイオードが内蔵されており,押下

げにより点燈する｡

(3)便名,時刻などを数字ボタンを使用して入力する｡これ

らの情報は表示部の対応する部分に表示される｡

(4)発着空港名を空港名ボタンより選択入力するt)この情報

も表示部の対応する部分に表示される｡

(5)入力に誤りがあれば,その項目に対応したリセット ボタ

ンを押し,部分再入力を行なう｡

上記(2)～(5)により送信情報の入力が完了し,前述発信ボタ

ンの押下げによりこれらの情報は中央の計算システムに送ら

れる｡

以上,主として機能面を小心に本端末の概要を述べた｡

このような専用端末は座席予約にとどまらず,在庫管王軋

証券関係など,各種問合せ端末として今後も需要が多いもの

と予想される｡

PD

F NCU
切分器

ユニットA

論

公衆通信回線

(電話)

転換器

ローゼット

ET
切分器

ローゼット

本電話
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メモリ

一イヤノ

MODEM

_ +

オ ン

ライン

回 路

表3 H-9902-13ディスプレイ装置の仕様 公衆通信回線(200BPS)

により64～256CH(キャラクタ)のイ言号伝送を行なう｡プラズマ ディスプレイ

パネルに貴大256CH表示できる｡

項 目 仕 様

信号速度 200BPS

ダイヤル速度 10PPS,2t〕PPS

通信回線 加入電言合回線

同期方式 調歩同期

起動方式 端末起動方式

使用コード

キーボードキー

+lS C-6220 7単位符号

文字キー:英･数字,片イ反名,記号

業務弓重別キー:川個

空)巷名キー:30個

発信キー:】個

リセットキー:4個

クリアキー:lイ国

終了キー:】個

ダイヤルキー:=圃

インジケータ

手妾綺:l個

終了:l個

業務種別:10個

表示文字数
64文字(32字/行×2行)

〔256文字(32字/行×8行)まで拡張可〕

表示文字種
64種(英･数字,英記号)

〔片仮名,片仮名記号含めて128種まで拡張可〕

表示文字色 ネオン橙色

表示素子 プラズマ,インジケータは+ED(発光ダイオード)

8 結 言

新ビデオ端末装置の概要と特長は,以上に述べたとおりで

あるが,今後オンライン システムの普及拡大,業務の多様化

に伴って,ユーザーの要求は単に量的拡大にとどまらず,端

末装置としても多様化,高機能化に加え,使いやすさ,将来

′＼の拡張の容易性,低価格化などを求めている｡これに対応

するためには,メーカーとして更に充実した製品の開発に‾努

力することはもちろん,ユ【サーの貴重な御意見,御要望を

採り入れながら製品の改善に鋭意努力する考えである｡

王里部

オ フ

ライン

回 路

唇嘉す/苅議貢｢

プリンタ

コネクタ

電 源 部

AClOOV

第3種接地

〒｢
表示部

官京女音頭

世毒筆旦+

操作部

リ
注:NCU=網制御装置

MODEM=変復調装置

PD=回線保護装置

図9 H-9902-13ディスプレイ装置

機能構成区l 二点鎖線で示す発券プリ

ンタ アダプタ回路(プリンタ コネクタ),

画面編集回路及び表示文字数の拡張分は,

拡張時に本装置に内蔵することができる｡




